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〈
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
CD
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
５
７
３
ー
６
５
６
３
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。〉

－－－－－－－－－－
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問  

こ
こ
10
年
、
国
内
の
自
殺
者

は
年
間
３
万
人
を
超
え
て
い
る
。

交
通
事
故
死
の
約
５
倍
に
当
た
る

高
い
数
だ
。
国
は
、
自
殺
対
策
基

本
法
で
、
国
や
自
治
体
の
責
務
と

し
て
、
自
殺
対
策
を
総
合
的
に
進

め
自
殺
予
防
に
取
り
組
む
よ
う
定

め
た
。
市
で
は
自
殺
予
防
に
対
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。

答  

本
市
で
は
、
年
間
約
30
人
前

後
の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
15
年
か

ら
、
精
神
保
健
事
業
と
し
て
精
神

科
医
師
な
ど
に
よ
る
「
心
の
健
康

相
談
」
を
定
期
的
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
保
健
師
に
よ

る
相
談
及
び
支
援
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
来
年
（
平
成

21
年
）
２
月
に
は
、
自
殺
予
防
な

ど
に
観
点
を
置
き
、
世
代
ご
と
に

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
保
健
講
座
を
４

回
実
施
す
る
予
定
で
す
。

青
年
層
の
投
票
率
向
上
に
、

模
擬
投
票
を
し
て
み
て
は

問  

青
年
の
政
治
や
選
挙
離
れ
は

深
刻
だ
。
新
成
人
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、
成

人
の
日
記
念
式
典
の
会
場
で
模
擬

投
票
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答  

ご
指
摘
の
と
お
り
、
青
年
層

の
投
票
率
の
低
さ
は
、
他
の
年
代

と
比
較
し
て
み
て
も
際
立
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
の
成
人
式
で
模
擬

投
票
を
実
施
し
た
市
の
効
果
を
調

査
・
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

記
念
式
典
の
案
内
状
を
、
投

票
の
ア
ピ
ー
ル
や
次
回
の
選
挙
の

告
知
、
ま
た
そ
れ
を
投
票
に
行
っ

た
際
の
粗
品
引
換
券
に
す
る
な
ど

と
い
っ
た
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答  

成
人
式
を
所
管
す
る
教
育
委

員
会
と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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問  

深
谷
赤
十
字
病
院
が
推
進
し

て
い
る
開
放
型
病
床
・
開
業
医
登

録
制
度
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答  

平
成
15
年
か
ら
始
め
た
開
放

型
病
床
は
、
平
成
18
年
・
19
年
と

と
も
に
20
％
以
上
の
稼
働
率
で
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

問  

全
国
的
に
広
が
る
医
師
不
足

に
よ
る
医
療
崩
壊
。
そ
ん
な
中
、

行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
、

医
療
再
生
に
成
功
し
た
市
も
あ
る
。

医
師
で
あ
る
市
長
に
対
し
、
市
民

の
期
待
は
大
き
い
と
思
う
。
で
き

な
い
理
由
を
並
べ
る
の
で
は
な
く
、

医
師
会
と
の
連
携
を
強
固
に
す
る

こ
と
や
、
市
民
意
識
の
改
革
を

行
う
な
ど
、
深
谷
赤
十
字
病
院
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
べ
き
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
る
か
？

答  

救
急
医
療
の
適
正
利
用
や
、

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
よ
う
に
、

チ
ラ
シ
の
配
布
や
、
広
報
・
Ｈ
Ｐ

で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
随
時
進
め
て
い
き
ま
す
。

深
谷
駅
・
駅
周
辺
の
有
効
利

用
と
整
備
に
つ
い
て
問
う

問  

費
用
対
効
果
・
財
源
確
保
の

観
点
か
ら
、
駅
行
政
施
設
の
有
効

利
用
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
？

答  

公
共
交
通
機
関
隣
接
の
場
な

の
で
、
鉄
道
の
運
行
に
支
障
を
来

さ
な
い
よ
う
な
、
有
効
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
周
辺
の

整
備
・
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
屋
根

と
駅
舎
と
の
間
に
あ
る
隙
間
の
改

善
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答  

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
入
り
口
周
辺

は
、
障
害
者
や
待
合
の
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
で
す
が
、
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
標
示
等
を
研
究
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
屋
根
の
隙
間
は
、

Ｊ
Ｒ
と
相
談
し
、
改
善
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

問  

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

（
Ｗ
Ｌ
Ｂ
）
の
認
知
度
は
低
い
。

ま
た
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
支
援
の
対
象
は
子

育
て
支
援
や
女
性
支
援
と
思
わ
れ

が
ち
で
あ
る
。
官
民
ト
ッ
プ
会
談

に
お
い
て
、
仕
事
と
生
活
の
調
和

憲
章
が
調
印
さ
れ
、
行
動
指
針
が

定
め
ら
れ
た
が
、
市
の
見
解
は
。

答  

Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
は
施
策
策
定

に
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問  

Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答  

市
民
の
皆
様
に
は
就
業
体
験

や
就
業
相
談
の
開
催
、
次
世
代
育

成
支
援
（
保
育
）
な
ど
、
市
の
組

織
内
で
は
、
ノ
ー
残
業
日
や
介
護

休
暇
、
育
児
休
業
、
育
児
時
間
な

ど
多
分
野
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
が
持
っ
て
い
る
情
報
は
誰

の
も
の
？
市
民
の
も
の
で
す

問  

生
活
保
護
費
不
正
事
件
を
受

け
、
再
発
防
止
委
員
会
が
開
催
さ

れ
た
が
、
議
論
さ
れ
た
内
容
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
懲
罰
を

決
定
し
た
委
員
会
に
つ
い
て
も
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。
説
明
責
任
が

信
頼
回
復
の
第
一
歩
と
考
え
る
が
。

答  

再
発
防
止
委
員
会
で
は
議
事

録
は
と
ら
ず
に
、
決
定
し
た
方
針

の
み
を
公
表
し
、
懲
罰
委
員
会
の

内
容
は
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。

問  

対
話
会
や
市
長
へ
の
手
紙
な

ど
、
市
民
の
声
を
聴
く
こ
と
は
大

切
で
あ
る
。
同
時
に
、
直
接
で
な

く
、
市
民
が
市
政
全
般
を
ど
う
感

じ
て
い
る
か
と
い
う
意
味
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

計
画
策
定
時
だ
け
で
な
く
、
市
民

の
意
識
を
基
礎
デ
ー
タ
と
と
ら
え
、

定
期
的
に
把
握
し
、
そ
の
結
果
を

施
策
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
は
必

要
と
考
え
る
が
。

答  

市
民
意
識
調
査
に
つ
い
て
は

多
方
面
か
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問  

川
本
高
校
は
、
寄
居
高
校
と

の
統
合
の
た
め
、
昨
年
の
春
か
ら

生
徒
募
集
を
停
止
し
、
現
在
２
年

生
と
３
年
生
の
生
徒
１
４
０
人
が

在
学
し
て
い
る
。
完
全
閉
校
が
間

近
に
な
っ
た
。
閉
校
後
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
、
県
教
育
委
員
会
と

の
協
議
状
況
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、

再
利
用
に
つ
い
て
地
元
で
は
高
い

関
心
を
持
っ
て
い
る
。
地
域
自
治

会
等
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

答  

去
る
10
月
に
県
教
育
委
員
会

か
ら
跡
地
利
用
の
考
え
を
聞
き
ま

し
た
。
12
月
に
も
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
「
現
在
内
部
で
検
討
中
で
あ

り
、現
段
階
で
は
公
表
で
き
な
い
」

と
の
こ
と
で
す
。
今
後
県
か
ら
方

向
性
が
示
さ
れ
た
ら
地
元
自
治
会

等
に
話
し
て
ま
い
り
ま
す
。

職
員
等
懲
戒
処
分
は
公
正
か

問  

公
金
横
領
や
生
活
保
護
費
不

正
事
件
に
つ
い
て
、
職
員
懲
戒
処

分
が
実
施
さ
れ
た
が
、
受
刑
者

に
生
活
保
護
を
開
始
し
た
者
の
責

任
が
不
明
確
で
あ
る
。
事
件
の
責

任
を
負
う
べ
き
者
は
公
平
・
公
正

に
責
任
に
応
じ
た
制
裁
を
受
け
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
市
や
福
祉

事
務
所
の
再
発
防
止
策
が
示
さ
れ

た
。
条
例
を
つ
く
り
、
職
員
研
修

を
重
ね
る
こ
と
は
二
次
的
な
も
の

で
、
職
員
の
気
概
や
心
得
が
大
切

だ
。
職
員
が
懲
戒
処
分
等
に
不
信

感
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
、
よ
い

職
場
環
境
は
で
き
な
い
の
で
は
。

答  

懲
戒
処
分
は
難
し
い
で
す
。

事
件
の
社
会
的
影
響
は
重
い
も
の

で
悩
ん
で
い
ま
す
。
今
は
前
向
き

な
再
発
防
止
策
が
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
若
手
職
員
を
中
心
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
全
職
員

が
謙
虚
に
反
省
し
市
政
の
信
頼
回

復
に
努
力
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

問  

今
回
の
補
助
金
不
正
支
給
の

原
点
は
、
福
祉
事
務
所
が
法
令
に

反
し
便
宜
供
与
し
た
こ
と
に
起
因

す
る
。
県
が
障
害
者
手
帳
交
付
申

請
を
却
下
し
た
直
後
に
、
な
ぜ
市

は
障
害
者
補
助
制
度
を
適
用
し
た

か
。
浴
室
等
の
改
修
で
は
、
限
度

額
に
抵
触
し
な
い
よ
う
三
種
類
の

制
度
を
適
用
し
、
書
類
不
備
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
申
請
書
は
職
員
が

代
筆
、
補
助
金
69
万
円
は
現
金
で

渡
し
、
工
事
の
確
認
す
ら
し
な
い
。

明
ら
か
に
福
祉
事
務
所
は
こ
の
犯

罪
に
加
担
し
て
い
る
。
一
体
誰
の

指
示
で
行
わ
れ
た
の
か
。
補
助
申

請
な
ど
の
要
式
行
為
に
お
い
て
、

市
の
ず
さ
ん
な
事
務
処
理
は
日
常

的
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
暴
力

に
屈
し
た
と
あ
る
が
、
市
の
調
査

を
見
る
限
り
特
筆
す
べ
き
行
為
が

あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
単
な

る
言
い
訳
に
聞
こ
え
る
。
誰
が
暴

力
に
屈
し
、
誰
の
権
限
で
補
助
が

決
定
し
た
か
、
役
職
名
で
明
ら
か

に
す
べ
き
だ
。
事
件
の
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
し
、
市
民
へ
の
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
﹁
再
発
防

止
﹂
と
﹁
信
頼
回
復
﹂
の
唯
一
の

途
だ
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

ま
た
不
正
支
給
の
穴
埋
め
は
、
全

職
員
の
カ
ン
パ
で
補
う
と
あ
る
が
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
取
れ
て
い
る
か
。

答  

不
正
受
給
は
こ
の
一
件
だ
け

で
、
今
後
は
調
査
委
員
会
の
提
言

を
踏
ま
え
再
発
防
止
に
取
り
組
み

ま
す
。
関
係
職
員
名
は
警
察
や
調

査
委
員
会
の
聴
取
に
よ
り
把
握
し

て
い
ま
す
が
、
公
表
で
き
ま
せ
ん
。

カ
ン
パ
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問  

事
前
に
三
時
間
も
拝
聴
会
を

し
た
上
で
の
質
問
に
対
し
、
全
く

答
弁
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
市
の

反
省
と
決
意
は
そ
の
程
度
か
。

答  

第
三
者
調
査
委
員
会
の
提
言

に
基
づ
き
市
の
再
発
防
止
策
を
策

定
し
ま
し
た
。

自殺は予防できる
社会的問題という
が、市の対策は？

川本高校閉校後の
跡地や施設の活用
について

第三次救急拠点を
守るため
今、深谷市ができ
ることは？

深まる闇・
新井市政

仕事と生活の調和
＝ワークライフバ
ランスって何？

中
なか

矢
や
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子

江
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田
た じ ま

島　信
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　田
た じ ま
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